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各種観測データの一元化

はじめに
　課題Ａ「各種観測データの一元化」では、JVDNシステム（火
山観測データ一元化共有システム）の開発と運用を行ってい
ます。JVDNシステムとは、日本国内の研究機関、大学、行
政機関などが調査や観測を行って集めたデータ、本プロジェ
クトで新たに得たデータを集約し、提供するシステムです。提
供するデータの活用を通じて、研究分野や組織を超えた共同
研究を促進し、火山研究の発展と火山防災へ貢献することを
目指しています。

JVDN システム（火山観測データ一元化共有システム）
　JVDNとはJapan Volcanological Data Networkの略
で、各機関が所有しているデータのネットワークです。JVDN
システムには、ポータルWEBサイト（https://jvdn.bosai.
go.jp）からアクセスできます（図１）。このポータルサイトにア
クセスすれば、どなたでもデータを見ることができます。

　JVDNシステムでは、火山観測点の情報、地震計や
GNSS(Global Navigation Satellite System / 全球測位
衛星システム )、傾斜計などの観測機器の生データおよび震
源データなどの処理済みデータを提供しています。また、降
灰量データなどのフィールドデータ、合成開口レーダなどの
リモートセンシングデータも提供しています。デジタルデー
タをダウンロードできるほか、GISで地図上に表示したり（図
２）、グラフなどで時系列データを表示できます。地震計など
の一部のデータは、リアルタイムで表示できます。データを
ダウンロードするには、ユーザ登録をしてログインする必要が
あります。表示だけであれば、ログインする必要はありませ
ん。その他にも、グラフを作成する機能や、降灰量データや
写真データを共有する機能、任意の電子ファイルを登録して
共有する機能などがあります。詳しくは、ポータルサイトで公
開している利用ガイド(https://jvdn.bosai.go.jp/portal/ja/
archives/993)を参照してください。

写真1　火山観測データ一元化共有システム(JVDNシステム)のポータルサイト
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　すでに100名以上の方が JVDNシステムにユーザ登録し、
研究等に活用しています。火山噴火が起こった際に行われる
降灰調査のデータ共有にもJVDNシステムが使われていま
す。

JVDN システムを活用した研究分野や組織を超えた連携
による火山研究
　火山分野は、地震学や測地学、地球化学、地質学などの複
数の分野からなる研究分野です。それぞれの分野では扱うデー
タが異なります。これまで火山の研究は、主にそれぞれの分
野ごと、火山ごと、組織ごとに手分けして行われてきました。
JVDNシステムを活用すれば、これまで行われてきた研究だ
けでなく、多くの火山の多種類の観測データを使った、分野
や組織を超えた連携による研究も可能になります。火山の一
般的な性質を明らかにするためには、分野や組織を超えた連
携による研究が必要です。わかりやすく説明するために人に例
えると、例えばAさんの研究を行うと、Aさん個人の理解は
できるかもしれませんが、ホモサピエンスという生物種の理解
ができるわけではありません。また人間の血液を研究したとし
ても同様です。ホモサピエンスという生物を理解するためには、
多くの人から多くの種類のデータを集め、分野や組織を超え
た研究を行う必要があります。同様に、火山を総合的に理解

するには、多くの火山から多くの種類のデータを集め、地震
活動と火山ガスの関係や異なる火山同士を比較するなど、分
野や組織を超えて火山が持つ一般的な性質の研究を行う必要
があります。

状態遷移図の提案
　このような研究をするためには、火山を研究分野ごと、火山
ごとの要素にバラバラに分けて考えるのではなく、つながりを
持ったシステムとして考える必要があります。そのために課題
Aでは状態遷移図で火山活動の推移を表すことを提案してい
ます。状態遷移図とは、システムの振る舞いを表す設計図と
して使われている図です。霧島山新燃岳の状態遷移図を図３
に示します。この図では、火山活動の推移を火山の状態の遷
移で表現しています。
　JVDNシステムに保存されているデータは専門的で膨大で
す。データを使い慣れている人でも、火山活動の全体像を
把握したり、データに含まれる様々な変化の関係を見出すの
は簡単ではありません。使い慣れていない他分野のデータ
であればなおさらです。この図を使うことによって、霧島山
新燃岳の火山活動の変化や異常の関係を分野を問わず俯瞰
的に見ることができます。JVDNシステムのデータとこの図
を見比べれば、火山が現在どの状態で、過去にどの状態に

図2　JVDNシステムのデータ閲覧画面



8 次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト

課題 A　各種観測データの一元化

変化したのかがわかります。それが分かれば、今後どの状態
に変化するのかの参考になります。さらに、この図は設計図
ですので、誰でも理解できます。研究分野や組織を超えた
連携がしやすくなり、火山専門家と非専門家のコミュニケー
ションにも役に立ちます。
　さらに多くの火山について状態遷移図を作成すると、異な
る火山でも状態は似た遷移をする傾向があることが分かりま
す。火山同士の比較研究から共通する特性がわかり、共通す
る特性から火山活動の推移を予測できるようになると考えて
います。状態遷移図の状態とは季節のようなものです。季節
は、1年周期で変化する気候の変化を、気温や日射量、動
植物の活動などから、いくつかの期間に区分したものです。
季節はカレンダーを見て判断することもありますが、桜の開
花や紅葉、降雪、結氷など、自然を観察して集めた様々なデー
タから判断します。場所や年が異なっていても、季節の変化
は毎年似た傾向をたどり、過去の経験から我々は春夏秋冬と
順番に季節が巡ってくることを知っています。状態遷移図と
は、火山活動の「季節」である状態が、過去にどのように推
移したかを表しています。過去の火山活動の変化を表した状
態遷移図を比較すると、季節と同様に、異なる火山でも同じ
火山でも状態の変化は似た傾向をたどることが分かります。
ただし火山の場合は季節のようにかならずしも順番に変化す
るわけではなく、戻る場合もあります。状態遷移図からは、

静穏な状態と判断された火山が、突然大噴火することが無い
ことが読み取れます。また、火山ガスが急増した場合、マグ
マ噴火が起こる可能性があることを示しています。さらに多
くの火山を調べることによって、火山の共通する特性がわか
り、より詳しく火山活動の推移を予測できると考えています。
　災害時に発生する状況を想定してあらかじめ共有しておく
タイムライン（防災行動計画）というものがあります。タイ
ムラインはいわゆる防災システムの設計図です。火山のシス
テム設計図である状態遷移図にあわせて作っておくことで適
切な防災対策を作ることができます。また設計図であること
は関係者との情報共有に使いやすく合意形成に役立ちます。

おわりに
　JVDNシステムは運用を開始してから3年がたち、ユーザ
と活用事例が徐々に増えています。今後、JVDNシステム
を活用した分野や組織を超えた連携による研究の成果も出て
くることが期待できます。そのような研究成果が出てくれば
JVDNシステムで共有されるデータや利用者がさらに増える
だろうと考えています。　　　　　　　　

図3　霧島山新燃岳の状態遷移図


